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学習活動
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実施場所
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実施学年 ：中学１年
生徒数 ： 290 人 （8 学級）
実施教科 ：技術 ・家庭科
実施時間数 ： 16 時間

２０３５年のハウス・プランをつくろう

各教室 ・家庭科室 ・生徒自宅

教科書 ・学習プリント ・ 学習ノート ・ ケント紙 ・ ノート PC ・ テレビ ・ デジタルカメラ

マジック ・ 色鉛筆 ・住宅広告 ・住宅に関する DVD ・ 建築資材 ・ プリンター

糸島市立前原西中学校

①今の住まいの課題を見つけそれを解決で
きる将来の住まいをイメージします。

②イメージを具体的にし，最近の住まいの工夫を
広告などで調べ，ハウス・プランを立てます。

③ハウス・プランを発表し，相互評価をし
て，様々な住まい方の工夫をみつけます。

④講師の先生との質疑応答で，これからのより
よい住生活について，さらに考えを深めます。

１　将来住みたい家を考え， イメージ図を作成する。

２　住宅関係の方からの手紙を読み， 快適な住まい方や住まいについて， 課題を把握する。

３　家族の団らん場所のイメージ図をつくる。

４　今の住まい方や住まいの問題点を改善する方法を知り， 家庭で実践する。

５　住まい方や住まいの問題点を解決できる， 将来のハウス ・ プランを立てる。

６　将来の住まいについて自分たちでつくったハウス ・ プランをまとめ， 発表する。

７　これからのよりよい住まいや住まい方について自分の考えをまとめる。

８　講師の先生の話を聞いて， これからのよりよい住まいや住まい方について考えを深める。

１　これからのよりよい住まい方について関心をもち， 住生活をよりよくしようとしている。

２　今の住まい方を工夫し課題を追求することができ， 将来のよりよい住まい方を考えることができる。

３　住まいの問題点を解決できる方法を身に付けることができ， その方法をもとにして， ハウス ・ プラン

に表すことができる。

４　住まいの役割や住空間と生活行為の関わり， よりよい住まい方について説明することができる。

住まいと社会
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場所 ・授業数 概要 活動の様子 反応
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学習の流れ

1時間

・将来住みたい家に興味 ・

関心をもっていた。 煙突

や天体観測のスペース

などユニークなイメージ

図を書いていたが漠然と

した図もあった。

家庭科室

2時間

家庭科室 ・住宅関係の方が先生の

友達ということで， 興味

を示し， ハウス ・ プラン

について， どのようなも

のかを知りたがってい

た。

・ 日本や諸外国の住まい

で， 自然条件や生活ス

タイルに合わせた点が

共通することを知り， 住

まいのはたらきがわかっ

た。

・ 住宅の平面図を提示す

ると， 子ども部屋やリビ

ングがどこになるのか，

家族生活を想像しなが

ら住空間の区別をつけ

て色を塗っていった。

　その後， 教科担当の自

宅であることを知り， ２

階にある子ども部屋や１

階のリビングの工夫か

ら， 快適に住むための

工夫がたくさん考えられ

ることをつかんだ。

　生徒自身の家で改善で

きることはないかをよく

考えていた。

・ 教科担当の自宅の平面図を紹介

し， 家事作業の空間や個人生活

の空間を予想させ， その後， 実

際の住生活を提示することで， 生

活様式に合わせた住空間が大切

であることを理解させる。 その上

で， 家族が集まる団らん場所の

工夫を考えさせ， 快適な住空間

の条件を考えられるようにして，

生徒自宅のリビングでよりよくでき

る方法を考えさせる。

・ イメージ図を用いて将来住みたい

家を描かせ， 住まいへの興味を

もたせる。

・ 住まいの学習に関心をもって取り

組めるよう知人からの手紙を用

い， 中学生にこれからの住まいに

ついて考えてもらうようにする。

2 時間

家庭科室

生徒自宅

将来住みたい家を考え， イメージ

図を作成する。

2 時間

家庭科室 ・住まいに関する資料や

ＤＶＤの映像を意欲的に

観ていた。 そして， 自

宅のリビングの改善にい

かせないかを考えてい

た。 断熱効果でペアガ

ラスや断熱効果のガラス

に手をかざし， 熱伝導

の違いに驚いていた。

・ リビングの改善策をもとに家全体

でよりよくできることや将来の住ま

いに役立つ方法を建材に触れさせ

ることで， 身近にとらえさせる。

１住宅関係の方からの手紙を読

み， 快適な住まい方や住まいに

ついて， 課題を把握する。

・日本の沖縄や北海道地方， スペ

インやモンゴル， 中国， オランダ

などの住まいを提示し， 特徴をつ

かみやすいようにする。

２住まいのはたらきを知り， 日本

や諸外国の住まいの特徴をつか

む。

３住空間と生活行為の関わりを知

り， 家族が集まる団らん場所の

改善策を考える。

４今の住まい方や住まいの問　題

点に関する映像を視聴し改善す

る方法を考える。



場所 ・授業数 概要 活動の様子 反応
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学習の流れ

　また， 外断熱材が快適

な住空間をつくりだすこと

を知り， 将来の住まいに

使ってみたいと思った。

　また， 珪藻土の水分を

吸収する早さにも驚き，

将来の住まいにいかした

いという思いがより強く表

れてきた。

2 時間

6時間

家庭科室 ・快適な住まい方や， 健

康， 安全な住まい方に

ついて考えていた。 住

まいの問題点を解決で

きる方法を広告から見つ

け出し， 自分のハウス・

プランに採り入れてい

た。

・ ハウス ・ プランの発表で

は， 自分の立てたコン

セプトをもとに， 快適な

住空間にするための具

体的な工夫点を説明し

ていた。 また， 他者の

発表を聞くことで， 快適

な住空間について新た

な気付きがあった。

・ 題材の最初は， 住むこ

とにあまり深く考えてい

なかったけれど， これ

からのよりよい住まいや

住まい方を考えることが

大切で， この学習で学

んだことを将来にいかそ

うとする思いをもってい

た。

・ これからのよりよい住まい方や住

まいについて， これまでの学習を

想起させて意見をまとめさせる。

※断熱効果はペアガラスやサッシの

見本， 外断熱材や内断熱材を触

らせる。

※湿度調整では， 珪藻土に霧吹き

で水をかけ， 湿気を吸収すること

を実感させる。

・ 住宅の広告や住まいのイメージを

マンダラートの方法で広げ， 将来

の住まいのコンセプトを考えさせ

る。

2 時間

家庭科室

2時間

家庭科室 ・将来求められる住まい

を知ることで， さらによ

りよい住生活への思い

や願いをふくらませてい

た。・ 専門家の人と質問や意見交流をさ

せることで， 将来のよりよい住生

活にさらに関心をもたせる。

５住まい方や住まいの問題点を解

決できる， 将来のハウス ・ プラ

ンを立てる。

・将来のよりよい住まい方を説明す

ることができるために， プランを具

体化した間取りをもとに説明させ

る。

６将来の住まいについて自分たち

でつくったハウス ・ プランをまと

め発表する。

７これからのよりよい住まいや住ま

い方について自分の考えをまと

める。

８将来求められる住まいや住まい

方について講師の先生の話を聞

き， よりよい住生活を考える。
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生徒の作品

先生の声

その他

実施に当たり工夫した点

苦労した点

●普段何気なく住んでいるところや将来の住まいや住まい方に関心をもつことができるよう， 視聴覚教

材や建築資材をできるだけ多く採り入れた。

●題材の最後に， 専門家の講話や質問 ・意見交流を実施することで， 住生活の学習後も継続して，

よりよい住まいや住まい方に関心をもつことができやすいようにした。

●将来の住まいや住まい方をより具体的にイメージできるよう， 最新の住宅の工夫を広告からみつけ

させた。

児童 ・生徒の反応

教師の変化

（担当、 担当外を含めて）

●将来の住まいや住まい方を考えることは， 夢があり， また， 実現できるかもしれないという思いもも

つことができ， 大変意欲的にハウス ・ プランを考えることができた。

●学習の積み重ねから， さらに知りたい ・聞きたいことが増えていき， 講師の先生との交流を通して，

さらによりよい住生活を考える姿が見られた。

●生活の自立につながる題材を開発する上で， 現在の生活はもちろん， 将来の生活に見通しをもた

せることができるのかということが， 課題であった。 今回の実践を通して， 改めて住教育の重要性

を実感し， 今後も題材を改良しながら， 生徒に夢や希望をもたせられるような学習にしていきたいと

考えた。

題材開発をする上で， 専門家の方にいつでも相談できるようなシステムが構築できるといいと思いました。 また， 学校と地域 （企業） がさ

らに連携を深めていくことの大切さを感じました。

ご支援 ・ ご指導をいただき本当にありがとうございました。
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